

















ようとしている。   
（a）希ガス分子の振動楕造の世界で初めての観潮  




て出てくる電子を高分解能で観測Lている。国1にA r分子か  
らの光電子スペクトル示す。囲の下部に見える等間隔の構造か  
A r分子イオンの振動構造である。  
図I A r、分子イオンの振動スペクトルl下部），上知は今イ  
オン量のスヘクトル．  
一g7－   
また，1ir・分子やX e分子についても観潮され，図2とニiに示す。  
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岡2 Iil一分子イオンの振動スペクトル．  
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囲3 よIt分子イオンの振動スペクトル．  
t b）高分解能光電十スペクトルの観測  
通常の光電子分光では分解能はユ（〕Hle V程度である。稚ノJ  





A r・う卜1Lから出光砧ナの蛸行帖間∴へウトルを図4にホす。  
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回4 A r分子からの飛行晴間光電子スペクトル．様軸はチャン  
ネル番号で，1チャンネルは100ピコ秒である．t al，  
t bl，（C），（d】は各々 839．g ．838．5，836．8．  
828．9Aの光照射によるものである．  
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日本物理学舎   
1．．しきい光電子分光法によるN elsシェイクアサ7■構造の測定  
2．X e分子イオンの振動準位  
3．しきい光電子法によるN els励起からの穏和過程  
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